この 手紙 は 印度の ダ アジ リンの ラ アマ . チヤ ブズン 

氏へ 出す 手紙の 中に 封入し、 氏から 日本へ 送って 貰う 

はずで ある。 無事に 君の 手へ 渡る かどう か、 多少の 心 

配 もない 訣 ではない。 しかし 万一 渡らなかった にしろ、 

君 は 格別 僕の 手紙 を 予想して いると も 思われな いから 

その 点 だけ は 甚だ 安心して いる。 が、 もし この 手紙 を 

いっきょう きつ 

受け取った とすれば、 君 は 必ず 僕の 運命に 一驚 を 喫 

せずに はいられない であろう。 第一 に 僕 は チベットに 

住んで いる。 第二に 僕 は 支那 人に なって いる。 第三に 

僕 は 三人の 夫と 一 人の 妻 を 共有して いる。 

この 前 君へ 手紙 を 出した のはダ アジ リンに 住んで い 



博学なる 君 は パン デン • ァ アジ シャの ラッサに 与え 

た 名 を 知っている であろう。 しかし ラッサ は 必ずしも 

食 糞 餓鬼の 都で はない。 町 はむしろ 東京よりも 住み 心 

のかい くらいで ある。 ただ ラッサの 巿 民の 怠惰 は 天国 

あいかわらず 

の 壮観と いわなければ ならぬ。 きょう も 妻 は 不相変 

むぎわら かどぐち ひざ 

麦藁の 散らば つ た 門口に じ つ と 膝 を かかえた まま 静か 

ごすい むさぼ 

に 午睡 を 貪って いる。 これ は 僕の 家ば かりで はない。 

どの 家の 門口に も 二三 人ず つ は 必ず また 誰か 居 睡リを 

している。 こういう 平和に 満ちた 景色 は 世界の どこに 

も 見られない であろう。 しかも 彼等の 頭の 上に は、 I 

I ラマ 教の 寺院の 塔の 上に はかす かに 蒼 ざめ た 太陽が 



一 つ、 ラッサ を 取り巻いた 峯々 の 雪 を ぼんやり かがや 

かせて いるので ある。 

僕は少 くと も 数年 は ラッサに 住もうと 思 つてい る。 

ようしょく 

それに は 怠惰の 美風の ほかに も、 多少 は 妻の 容色に 

心を惹 かれて いるの かも 知れない。 妻 は 名 は ダァヮ と 

いい、 近隣で も 美人と 評されて いる。 背 は 人並みよ リ 

は 高い くらいであろう。 顔 は ダァヮ という 名前の 通り- 

(ダ ァヮは 月の 意味で ある。) 垢の 下に も 色の 白い、 始 

終 糸の ように 目 を 細めた、 妙に もの 優しい 女で ある。 

夫の 僕と も 四 人 ある こと は 前に もちよ つ と 書いて 置い 

ぎょうしょうにん ほへい ごちょう 

た。 第一 の 夫 は 行商人、 第二の 夫 は 歩兵の 伍長、 第 



三の 夫 は ラマ 教の仏 画師、 第 四の 夫 は 僕で ある。 僕 も 

また この頃 は 無職 業で はない。 とにかく 器用 を 看板と 

リ はっし おお 

した 一 かどの 理髪師に なり 了せ ている。 

謹厳なる 君 は 僕の ように、 一 妻 多 夫に 甘ん ずる もの 

を輕 蔑せ ずに はいられない であろう。 が、 僕に いわせ 

ベ んぎ よ 

れば、 あらゆる 結婚の 形式 はた だ 便宜に 拠った もので 

ある。 一 夫 一 妻の 基督教 徒 は 必ずしも 異教徒た る 僕 等 

よりも 道徳の 高い 人間で はない。 のみならず 事実上の 

一 妻 多 夫 は 事実上の 一 夫 多妻と 共に、 いかなる 国に も 

ある はずで ある。 実際 また 一 夫 一 妻 はチべ ット にも 全 

つ -7 

然 ない 訣 ではない。 ただ ルク ソォ . ミンズの 名の もと 



に (ル クソォ • ミンズ は 破格の 意味で ある。) 軽蔑され 

ている だけで ある。 ちょうど 僕 等の 一妻多夫 も 文明国 

の 軽蔑 を 買って いるよう に。 

僕 は 三人の 夫と 共に、 一 人の 妻 を 共有す る ことに 少 

しも 不便 を 感じて いない。 他の 三人 もまた 同様で あろ 

う。 妻 はこの 四 人の 夫 を いずれも 過不足な しに 愛して 

いる。 僕 はま だ 日本に いた 時、 やはり 三人の 檀那と 共 

に、 一人の 芸者 を 共有した ことがあった。 その 芸者に 

くら にょぼさつ 

比べれば、 ダァヮ は 何とい う 女 菩薩であろう。 現に 仏 

れんげ あだな 

画師 は ダァヮ のこと を 蓮華 夫人と 渾名して いる。 実際 

し だ やなぎ したち だ 

川ば たの 枝 垂れ 柳 の 下に 乳の み 児 を 抱いて いる 妻の 



姿 は 円光 を 負って いると いわなければ ならぬ。 子供 は 

もう 六 歳 を かしらに、 乳の み 児と も 三人 出来て いる。 

勿論 誰 は どの 夫 を 父に するな どと いう こと はない。 第 

一 の 夫 はお 父さんと 呼ばれ、 僕 等 三人 は 同じように 皆 

叔父さんと 呼ばれて いる。 

しかし ダァヮ も 女で ある。 まだ 一 度 も 過ち を 犯さな 

かった という 訣 ではない。 もう 今では 二 年ば かり 前、 

さんご じ S てだい あざむ 

珊瑚 珠 など を 売る 商人の 手代と 僕 等 を 欺いて いた こ 

とも ある。 それ を 発見した 第一 の 夫 は ダァヮ の 耳へ は 

いらない ように 僕 等に 善後策 を 相談した。 すると 一 番 

憤 つたの は 第二の 夫の 伍長で ある。 彼 は 直ちに 二人 



の 鼻 を 削ぎ 落して しまえと 主張し 出した。 温厚なる 君 

はこの 言葉の 残酷 を 咎める のに 違いない。 が、 鼻 を 削 

ぎ 落す の は チベットの 私刑の 一 つで ある。 (たとえば 

文明国の 新聞 攻撃の ように。) 第三の 夫の 仏 画師 は、 た 

だいかに も 当惑した ように 涙 を 流して いるば かりだ つ 

た。 僕 は その 時 三人の 夫に 手代の 鼻 を 削ぎ 落した 後、 

ダァヮ の 処置 は 悔恨の 情の いかんに 任せる という 提議 

をした。 勿論 誰も ダァヮ の 鼻 を 削ぎ 落して しまいたい 

と 思う もの はない。 第一 の 夫の 行商人 はたち まち 僕 

の 説に 賛成した。 仏 画師 は 不幸なる 手代の 鼻に も 多少 

の 憐憫 を 感じて いたらし い。 しかし 伍長 を 怒らせない 



へ、 従兄 妹 同志 結婚した 不倫の 男女の 曝し もの を 見物 

に 出かける つもりで ある。 …… 

(大正 十三 年 三月) 
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